
JP 2007-52453 A5 2009.1.8

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年1月8日(2009.1.8)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月13日(2008.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の基板間に誘電異方性が負の液晶を含む液晶層を挟持した液晶表示装置であって、
　表示単位を構成するドット領域内において、前記一対の基板のうち一方の基板側には第
１の誘電体突起が形成され、他方の基板側には前記第１の誘電体突起と平面方向で重なら
ない位置に第２の誘電体突起が形成され、
　前記第１の誘電体の誘電率をεt1、前記第２の誘電体の誘電率をεt2、前記液晶の長軸
方向の誘電率をε//、短軸方向の誘電率をε⊥としたときに、εt1＞ε//、及びεt2＞ε

//の関係を有していることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、前記第１の誘電体突起の誘電率と、前記第２
の誘電体突起の誘電率とが互いに異なることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は２のいずれかにに記載の液晶表示装置を備えたことを特徴とする電子機器
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